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経済の動向を見るうえで経済関連の統計は欠かせないと
言えます。代表的なものとしては、GDP（国内総生産）統計を
はじめとして、鉱工業生産指数、貿易統計、消費者物価指数
などがあります。どれもよく新聞等で話題になるものですが、そ
もそもこれらの統計値をどのように見ているのでしょうか？
たとえば、鉱工業生産指数の2011年12月の原指数は93.9

だったのですが、この数値だけを見て生産の動向をわかる人は
余程の事情通であると言えます。そこで、レベルを見るのではな
く、変化率を見ることが普通であると思います。よく使われるの
は前年同月比（同期比）と前月比（前期比）です。前年同月比
は前年の同じ月からの変化率を見るもので、過去1年間の変化
量だと言えます。そのため、現在の足元の経済状況を見るには
やや遅いと言えます。その代わりに使われるのは前月比です。
これだと足元の細かい変化をとらえることができるので、最近よく
使われる傾向にあります。しかしながら、原系列をそのまま前月
比に変換することは通常はできません。なぜなら、これらの経済
時系列は季節性を含んでいることがほとんどであるからです。
そこで、季節調整法という手法を施して、季節性を除去した
系列、季節調整済み系列を得ることが必要となってきます。ちな
みに前年同月比も季節性を除去する一つの手法であると考えら
れます。季節調整法に関しては時系列分析のなかの重要なト
ピックの一つになっていて、古くから研究が行われています。統
計数理研究所でも、BAYSEAやDECOMPといった方法が提
案されています。現在、日本の官公庁で採用されている季節調
整法はX12-ARIMAと呼ばれる移動平均法を基本とした方法
で、米国のセンサス局で開発されたものです。また、ヨーロッパ
ではTRAMO=SEATSと呼ばれる方法が採用されています。
このように複数の方法があるということは、この問題が一筋
縄では解決しないからです。そもそも真の季節性というのは事
後的にも観測されないので、手法の良し悪しを比較するのがな
かなか難しいのです。しかしながら、統計を利用する側からす
ると季節調整ができて当たり前で、推定値であるという意識は
あまりないのが現状だと思い
ます。なので、あとで季節調
整値の大幅な改定があると、
批判されることもしばしばあ
るようです。しかしながら、そ
のような批判を恐れるあまり、
必要な改定をせずに放置す

ることも問題です。統計を作る側は利用者の理解を得ながら、
その時々の最善の方法で統計数値の改善に努めるべきです。
また、我々統計科学の研究者はそのような統計家のニーズに
あった手法の研究・開発をすべきであると思います。
そのような大きな改定を必要とする場面として、異常値が観
測された時の対応があります。最近では2008年から2009年
にかけてのリーマンショックの時期と、2011年の東日本大震災
の時期があげられるでしょう。そもそも、異常値かどうか、また
どのような種類の異常値であるかは、ある程度時間がたって
から分かるので、通常は1年後に行われる季節調整替えにて
対応することになります。したがって、このような場合は大きな
改定が行われることになります。
なぜ異常値に対する処理が必要であるかは、回帰分析に
おいて、大きな異常値を含むデータがある場合、通常の最小
2乗法を適用するとその異常値に引っ張られた回帰係数を推
定してしまうという問題に似ています。ある月に異常値（たとえ
ば、桁が違うような値）が存在すると、同じ月の季節調整値全
体が過大、または過小に評価されてしまいます。このため、
X12-ARIMAではそのような異常値をダミー変数を使って抽
出し、取り除いてから季節調整を行います。
統計科学の世界では非ガウス型モデルの適用によって自動

的にこのような異常値処理を行うことが提案されていますが、
計算コストの問題もあり、まだ実用化はされていません。しかし
ながら、DECOMPの回帰部分を利用することでも同様なこと
ができます。図１は鉱工業生産指数（付加価値生産指数）の
原系列とDECOMPで季節調整を行った結果が示されていま
す。これを見ると異常値処理を行うかどうかで結果が変わるこ
とがわかります。特にリーマンショック時の落ち込みは甚大で、
これに対するダミー変数をどう入れるかは特に問題になると思
います。このような異常値処理の問題は、まさに今、検討がな
されているところでありますし、これからさらに研究を発展させ
ていかなければならない領域でもあります。
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図1．鉱工業生産指数の例（データ出典：経済産業省）
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図2． 人工衛星IMAGE によって観測された磁気圏プラズマの紫外線画像（上）、
その画像データから推定したプラズマ密度分布の変動（下）。

図１． 人工衛星による地球磁気圏プラズマ撮像観測の概念図。 図3． 磁気圏荷電粒子から生成される中性粒子を使って撮像を行った人工衛星
IMAGEのデータ（右）、そのデータから推定した荷電粒子分布（左）。

このくらいの規模で、こんなに多種多様な人が
集まっている研究所はほかにない
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地球磁気圏の中で人工衛星が飛んでいるあたりを研究対象と
している。地上10,000キロから40,000キロが研究の中心である。
ここは希薄なプラズマで満たされており、それが磁気嵐やオーロ
ラなど様々な現象を引き起こす。この磁気圏プラズマを研究する
ことによって人工衛星の安定的運用などに寄与できる。その研究
に使う手法「データ同化法」のさらなる効率的方法を開発するこ
とで、将来的には、地上の人間活動の営みである社会経済活動
の研究にも応用できる可能性があるという。まだ若い研究者だけ
に、10年、20年後にどんなことに取り組んでいるか、想定できな
い楽しみがある。
地球磁気圏のプラズマの分布の変化を研究
昭和51年（1976年）生まれ。大阪の公立で中学まで過ごし高

校から京都へ行き、京都大学理学部へ入った。地球惑星科学専
攻の修士、博士課程を修了し、１年ほど母校で研究員を務めた
後、2005年４月に科学技術振興機構研究員として統計数理研究
所へ来た。理系のポスドクが厳しい状況に置かれている日本では
順調な足跡である。
自らの経験を通じ「むしろ厳しいという話が若い人に影響し、
博士課程に上がってくる人が少なくなっている。研究分野で人材
難になる可能性はあります」と心配する。
統計数理研究所ではモデリング研究系とデータ同化研究開発

センターに属し、専門分野はデータ同化、逆問題、地球電磁気
学。逆問題とは地震の揺れから震源地を突き止めるように現象か

ら原因を探るものだ。現在の研究テーマは「宇宙科学データ同
化」と「効率的なデータ同化法の開発」である。とにかくよく仕事
をする。夜遅くまで研究室に残り、土日のどちらかも研究活動をし
ている。
地球電磁気・地球惑星圏学会やアメリカの学会など5つの学

会に所属し、学会開催ごとにポスター発表やトーク発表をしてい
る。その内容は、自らの性格を示すようにウェブ上にキチンと整理
して記録されており、膨大な数である。
衛星の撮影画像とシミュレーションのデータ同化で
現在、取り組んでいる「宇宙科学データ同化」の研究では、地

球磁気圏のプラズマの分布の変化を、シミュレーションと人工衛星
による撮像観測の画像データを使って調べている。プラズマの分
布は日によって違い、数時間で変わることもある。太陽活動の影
響で磁気嵐が起こると、磁気圏の中に強い電場（１メートルあたり
ミリボルト程度だが、地球磁気圏全体ではキロボルトになる）がで
きて、プラズマ密度の高い領域が小さくなってしまう。そして再び
大きくなることを繰り返している。
磁気嵐の時のプラズマ分布の変動プロセスに興味があり、デー

タ同化の手法で現象を再現しようとしている。これが解明できれ
ば、人工衛星の障害リスク評価などに役立つという。プラズマの
中には高エネルギーの粒子があり、これが人工衛星の電子機器
に衝突して衛星を故障させることがあるからだ。
「プラズマ分布の変動メカニズムが分かると、高エネルギーの粒
子がどうやって生成するかというプロセスの研究に使える。そこか
ら何ステップかして人工衛星の安定的運用に役立つということで
す。プラズマの分布と電場のマップ、天気図的なものもできる。そ
こから、いろいろとできるんじゃないかと思っています」。
「効率的なデータ同化法の開発」では、アンサンブル型データ
同化手法の研究・開発を行っている。これは、条件設定を少し

ずつ変えたシミュレーションを多数回実行して推定を行い、条件
の違いがどう結果に影響するかを見ながらデータに合うように推
定を修正するという方法を取る。データ同化で使うシミュレーション
は多大な計算時間が必要になることが多いため、なるべく効率よ
く推定ができる方法の開発に取り組んでいるのだ。
研究者同士で刺激し合い、新たな研究につながる
研究生活は楽しいという。「やりたいことを好きなようにできる」と

も話す。その理由として研究所の立地と規模をあげる。広尾の時
は研究室などが狭く、研究者が気軽に集まることは少なかったが、
立川に移転し、広い共用スペースができ、積極的に交流するよう
になった。大きな大学と違って研究者50人程度の研究所の規模
が研究にいいと言う。
「いろんな分野の人がおり、インタラクションがあって刺激し合っ
ている。その中でアイデアが生まれ、新たな研究につながることが
ある。ちょうどいいですね。このくらいの規模で、こんなに多種多
様な人が集まっている研究所はほかにない」。大学では分野が違
うと話をする機会さえないのが日本の現状だ。
たしかに立川に移転してからは緑も多く、山並みも見え、欧米の
研究機関と似た環境に恵まれている。中野は研究のかたわら、時
には駅伝で走ったりクラリネットを吹いて、心をチェンジさせている。
今後の研究は、データ同化の幅を広げ、宇宙科学とは違う分

野の大規模な問題をやってみたいと言う。「今は比較的、すぐに計
算が終わるモデルを扱っている。もっと変数の多い、計算に時間
がかかる問題、たとえば高精度の気象モデルや人間活動としての
社会経済活動モデルをデータ同化でやると面白いと思います。こ
の分野のシミュレーションをやっている人は多いですが、データ同
化をやっている人はいないので…」。中野の関心は、はるか宇宙
の現象から地球上の人間の営みまでと縦横無尽である。

（広報室）

IMAGE衛星

プラズマ密度の高い領域

衛星から見た
視線に沿って積分
衛星から見た
視線に沿って積分
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サービス科学研究センター設立記念シンポジウム「サービス科学としてのデータ中心科学」 
開催報告

本年度の情報・システム研究機構シンポジウムは、昨年
の震災以降に急速に高まった、防災から減災への意識の
変化に呼応して、「システムズ・レジリエンス 『̶想定外』
を科学する」と銘打って2月15日に神保町の総合学術セン
ター一橋講堂で開催されました。開会に先立ち、北川機
構長が「今までの科学技術は効率的で堅牢なシステムの
構築を目指すあまり、我々の予想を超える事態への対処の
しかたについては十分に考慮してこなかった」と反省し、想
定外の事象に対して一時的にその一部の機能を失ったとし
ても、柔軟に回復して持続可能性を保つ、レジリエントなシ
ステムの必要性を訴えました。
このシンポジウムでは、想定外の事象やそれに対応でき
るシステムに科学的な光を当てるため、日立製作所の矢野
和男氏による招待講演「サイエンス・ドリブン・イノベーショ
ン」に続いて、機構内の各組織から様々な分野の6名の専
門家が登壇し、それぞれの専門分野からの知見を紹介し
ました。
最初のセッション「『想定外』の数理」では、統数研から、
川崎准教授と椿教授が、それぞれ「希少事象の統計学」
と「リスク管理から考える『想定外』」というタイトルで講演
し、一口に「想定外」と言われる事象の中にも、統計的な
振る舞いをするものがあり、それに基づいてリスク管理を行
う可能性を示唆しました。
次のセッション「生物に学ぶレジリエンス」では、国立遺
伝学研究所の北野特任准教授が淡水魚のイトヨを例に野
生生物の驚くべき環境適応能力について紹介し、また新領
域融合センターの馬場特任准教授は、さまざまな遺伝子を
ノックアウトされてもしぶとく生き続ける大腸菌を例に、生物

のロバストネスについて語りました。
第3のセッション「レジリエントなシステムの設計と運用」

では、国立情報学研究所の漆谷教授が昨年の震災でも
サービスを停止しなかった学術ネットワークSINETの経験
を語り、また、同じ情報研の岡田准教授は、社会が進歩す
るにつれ想定していなかった新たな事象に対応せざるを得
ない法律の仕組みもレジリエントであることを指摘し、合わ
せてレジリエンスのためには人材の育成が重要であることを
強調しました。
最後に、すべての講演者によるパネルディスカッションが

あり、フロアからの活発な議論もあり、レジリエントなシステム
を実現するための様々なアイディアが交換されました。
レジリエンスに対する期待は高く、会場に集まった268名
の方に加えて、インターネット上で同時中継を視聴された方
も多く、Ustreamのヒット数は1,685に上りました。また、
Twitterでの議論も活発で、全部で185の発言（リツイート
を含まず）があり、そのうちのいくつかは、パネルディスカッ
ションの中でも取り上げられました。
なお、「システム・レジリエンス」は本年4月より、情報・

システム研究機構の新たな新領域融合プロジェ
クトとして正式に発足しました。　　（丸山　宏）

統数研では、サービス科学NOE（Network Of Excellence）
の推進のために、平成24年1月に新たにサービス科学研究
センターを設立しました。このセンター設立を記念して、1月
30日に設立記念シンポジウムを開催しました。
開会にあたって、統数研の樋口所長は、「第4の科学」と

されるデータ中心的手法の重要性を説き、データに基づく科
学的意思決定をサービス・ビジネスに取り込むことの重要性
と、サービス科学研究センターへの期待を述べました。
このシンポジウムでは、日本における、サービス科学の指
導的な立場の方々に講演いただき、サービス科学の現状と、
データ中心的手法に対する期待を語っていただきました。
最初の講演は、「人起点のサービス工学̶サービス現場

での持続的データ収集と行動モデリング̶」と題して、産業
技術総合研究所のサービス工学研究センター長、持丸正明
氏が、サービス現場における顧客や従業員の行動を観測、
モデル化し、可視化することでサービスプロセスの改善につ
なげる試みを紹介されました。
ワクコンサルティング株式会社の諏訪良武氏は、オムロン
フィールドエンジニアリング社における実際のサービス改革の
経験をもとに、独自にサービス科学の体系を構築された方
で、特に「お客様の事前期待に応える」という観点からサー
ビス科学の様 な々取組を語って下さいました。
サービス科学を推進するNGOとして、米国にSRII 

（Service Research and Innovation Insititute）という団体
がありますが、このJapan Chapterの代表として、東京工業
大学イノベーションマネジメント研究科の日高教授は、グロー

バルな視点の中で、サービス科学研究がどのように発展し
てきたのか、また次の課題は何か、について解説されまし
た。

科学技術振興機構（JST）の社会技術研究開発センター
では、平成２２年度から「問題解決型サービス科学研究開発
プログラム」を実施しています。センター長の有本建男氏は、
「サービス科学への期待と新しい科学技術イノベーション政策」
というタイトルの講演で、科学技術全体に関する課題と、デー
タ中心的な手法に対する期待を熱く語って下さいました。
日本における「ものづくり」研究の大家である東京大学大
学院経済学研究科の藤本隆宏教授は、非常に多くの事例
を交えながら、製造業もサービス業も人工物を操作する、と
いう意味では同じであり、共通の戦略手法を用いることがで
きることを強調されていました。
本シンポジウムは、産業界からの期待も高く、産学官を合

わせて115名の参加者があり、また、懇親会にも多くの方が
出席されました。　　　　　　　　　　　　 （丸山　宏）

国際研究集会開催報告「ISM-ISI-ISSAS Joint Conference 2012」
表記の研究集会が2月2、3日に統計数理研究所大会議
室で行われました。アジアに位置する統計科学の研究機関
である統 計 数 理 研 究 所（The Institute of Stataistical 
Mathematics, ISM）、インド統計研究所（Indian Statistical 
Institute, ISI）、台湾アカデミアシニカ統計科学研究所 
（Institute of Statistical Science, Academia Sinica, Taiwan, 
ISSAS）は統計科学の研究の推進のために互いに学術協定
を結んでいます。そしてその目的を達成するために、原則と
して年1回、持ち回りで共同研究集会を開催しています。
今回の集会が4回目となりますが、この集会は当初2011年
4月7、8日に統計数理研究所で開催することになっており、

その準備もほぼ終了していました。しかしながら東日本大震
災の影響で延期され、今回の開催となりました。これまでは
毎回、各研究所から10人前後の発表者があったのですが、
今回は統計数理研から7名、インドから6名、台湾から7名、

情報・システム研究機構シンポジウム「システムズ・レジリエンス 『̶想定外』を科学する」開催報告

という若干少なめの発表者となりました。しかしながら、発表
には各研究所の特徴がよく表れており、それに対して発表者
以外も含めた集会参加者の間で活発な議論が行われまし
た。3つの研究所が集まることでお互いに視野を広めること
ができたと思います。
外国人参加者には研究集会や懇親会を通し、また全員が

赤池ゲストハウスに滞在することによって、新しい統計数理研
究所の様子を理解してもらえたと思います。なお、研究所か
らくっきりと見える富士山は非常に人気を集めていました。さ
らに立川市内の居酒屋での個人的な懇親会でもお互いの親
交を深めることができました。次回は来年の2月にISSASで
開催されることになっています。　　　　　　  （中野 純司）

シンポジウム報告
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エクスカーションの様子

「FORMATH International Symposium FORMATH RYUKYUS 2012
 ̶From Islands to the World̶」開催報告

平成24年3月24日（土）に、統計数理研究所大会議室に
おいて、チェコ・チャールズ大学（Charles Univ. in Prague）
との共催による主催事業「Statistical Modeling and its 
Applications for Risk Analysis̶ Joint International 
Symposium with Statistical Researchers from Prague, 
Czech̶」を開催しました。今回の開催主旨は、チャール
ズ大学を中心としたチェコの統計研究者との今後の共同研
究・教育及び研究者交流を踏まえ、お互いの研究成果の
発表及び今後の展望について議論することでした。
当日は、樋口所長による統数研の紹介を含んだ挨拶のあ

と、２つの講演；Prof. Daniela Jarušková（Czech Tech. Univ. 
in Prague）「Change Point Detection and Applications to 
the Analysis of Environmental Data」、栗木教授（統数研）
「Integral Geometric Approach to Statistical Distribution 
Theory with Application to Testing Positivity of 
Polynomial」があり、変化点問題と関連する分布理論につ
いて議論されました。その後、ランチの時間を使い、チェ
コ・日本両国の一般的な生活習慣・文化についてお互い
のインフォーマルな情報交換が行われ、友好関係が構築さ
れました。
午後のセッションでは、まず長尾特任准教授（統数研）

「Data Assimilation of Acoustic Waves Excited by Large 
Earthquakes」、Assist. Prof. Marek Omelka（Charles Univ. 

in Czech）「Conditional Copulas and Conditional Measures 

of Associations」、川 崎 准 教 授（統 数 研）「Automatic 
Grouping and Selection of Variables in Risk Analysis」の
講演があり、防災・減災システム構築に向けた地震の物理メ
カニズムのデータ同化研究や、金融関連での応用を念頭にし
た研究成果について議論が行われました。最後のセッション
では、Prof. Jarmoìr Antoch（Charles Univ. in Prague）が
「Nonparametric Comparison of ROC Curves and 
Application to Linguistics」について講演を行い、続いて三
浦特任教授（一橋大）の「Asymptotic Normality of 
Rank-Inversion Estimators for Generalized Lehmann’s 
Alternative Models in Weakly Dependent Cases」の講演
があり、経験分布関数を用いたノンパラメトリック手法による文
章分類精度の同等性比較および、金融データ分析の議論が
行われました。また、お互いの研究インフラの理解を深める
ため、田村副所長（統数研）から「Research Resources in 
ISM」と題して計算機資源、ソフトウェア資源、人的資源につ
いての紹介がありました。最後は丸山副所長（統数研）から、
昨今の社会ニーズの変化に伴う統計科学への更なる期待が
明示され、今後の共同研究、交流を話し合いながらシンポジ
ウムを終了しました。なお、シンポジウム開催を援助して頂きま
した支援室及び事務の皆様に感謝する次第です。

（吉本　敦）

平成24年3月17―19日の3日間に渡り、琉球大学におい
て、統計数理研究所リスク解析戦略研究センター、琉球大
学農学部森林政策・経理学研究室主催、東北大学生態
適応GCOE・森林計画学会共催のもと本国際シンポジウム
を開催しました。このシンポジウムでは、「From Islands to 
the World」を念頭に亜熱帯地域・島嶼地域の森林資源
の持続的な利用に関する様々な課題について議論するとと
もに、島嶼地域の森林資源の利用方法・形態から、今後の
持続的な森林資源管理の方向性について学び・検討する
ことを目的としました。
シンポジウムは仲間勇栄教授（琉球大学）の開会の挨拶
で開始しました。始めにUnited Nations UniversityのDr. 
Bixia Chenさんからは沖縄の特徴的な屋敷林についての紹
介および、その利用に対する地域住民の意識調査に関する
報告がありました。続いて、兵庫県立大学の佐々木ノピア氏
から、カンボジアにおける森林破壊の要因を調べた研究報
告がありました。また、ポルトガルのDr. Nuno Riberio 
（Univ. de Evora）からは、コルク樫林の持続的な管理に向
けた定量的指標の開発に関する報告があり、午後には、グ
ロバールな環境問題である気候変動に関して、森林総合研
究所の光田靖氏から国レベルの取り組みについて、また、森
林所有者レベルの取り組み・課題については、最適化モデ
ルを使用した研究報告がDr. Patrick Asante（Univ. of 
Albeta）及びDr. Puneet Dwivedi（Yale Univ.）よりありま
した。次に、琉球大学農学部の木島真志氏からは、沖縄本
島北部の貴重種の生息地の質に対する森林管理の影響を
定量的に評価分析できる森林伐採計画問題を用いたフレー
ムワークの開発に関する報告があり、吉本は、韓国ジェジュ
島の持続的な森林伐採計画について、データが十分整備さ
れていない状況においても、ベイズ統計手法を活用すること
で木材成長量が予測できることを報告しました。初日の最後
には、ポスターセッションが開催され、国内外の大学院生を中
心に11件のポスター発表がありました。2日目は、いわき明星
大学の江尻陽三郎氏から、国際貿易モデルに関する研究
報告、宇都宮大学の有賀一広氏からは森林バイオマスの利
活用について研究報告がありました。また、2日目終了後の

フィールド視察エクスカーションに先立ち、琉球大学の高嶋敦
史氏から、沖縄本島北部における森林資源管理の現状・
課題ついての報告がありました。その後参加者は、エクス
カーションの開催地である沖縄本島北部へと移動し、3日目に
琉球大学農学部演習林・与那フィールドの見学及び、国頭
村森林公園（やんばる学びの森）、国頭村森林組合への視
察が行われました。国頭村森林公園では、近年、注目を集
めている森林エコツーリズムの現状について、国頭村森林組
合では、実際に工場を見学し、森林組合の職員から木材資
源の加工、利用形態についての説明を受けました。 
今回のシンポジウムを通して、今後の持続的森林資源の
利活用に向けて様々な課題に対する対応策が議論されまし
た。特に、亜熱帯地域・島嶼地域における森林資源管理
の実施に際して、十分なデータが整備されていないことが問
題になりますが、この観点から、国内外の専門家が集結し、
実践的な方法や解決策について、最新の技術や研究知見
について議論し、それらを集約化・共有化することが、今後
の森林資源管理においては、重要な課題であることが確認
されました。
なお、シンポジウムの参加者は日本の他に海外9カ国（ア
メリカ、カナダ、韓国、カンボジア、台湾、スロバキア、チェ
コ、中国、ポルトガル）合わせて計54名でありました。学会
の運営は、琉球大学の仲間勇栄教授、木島真志准教授、
高嶋敦史助教および、その研究室の学生が中心に行いまし
た。ここに感謝する次第であります。　　　　 （吉本　敦）

国際シンポジウム開催報告
「Statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes」
3月11日―14日に、統計数理研究所主催により国際シン

ポジウム“Statistical modeling and real-time probability 
forecasting for earthquakes”（地震活動の統計的モデリン

グとリアルタイム確率予測）を開催しました。これは、本研究
所の尾形良彦教授の研究生活40周年と退職とを記念したも
のです。国外から15名、国内から24名の参加があり、各自

「統計数理研究所 平成23年度ISMシンポジウム」開催報告

による講演がありました。その内容は（1）地震誘発現象と
そのモデル化、 （2）繰り返し地震およびそれと地殻応力変
化との関連、（3）地震の確率予測モデルとその評価手法、 
（4）地震発生確率予測に関する国際的プロジェクト 
Collaboratory for the Study of Earthquake Predict-
ability （CSEP） 、（5）地震活動の統計解析に用いるソフト
ウェア、など多岐に亘るもので、活発な議論が行われました。
尾形教授が提案したEpidemic Type Aftershock Sequences

（ETAS） モデルに関連した講演も多く、このモデルが世界中
で幅広く受け入れられ、上記CSEP等で標準的な地震活動
モデルとして用いられていることを実感することとなりました。
シンポジウムの最後には、尾形教授が、自身開発したベイズ
的手法を取り入れた時空間版ETASモデルを扱うソフトウェ
アの紹介を行い、統計地震学の更なる発展を予期させつつ、
無事シンポジウムを終えることが出来ました。

（庄　建倉・岩田貴樹）
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発表及び今後の展望について議論することでした。
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in Prague）「Change Point Detection and Applications to 
the Analysis of Environmental Data」、栗木教授（統数研）
「Integral Geometric Approach to Statistical Distribution 
Theory with Application to Testing Positivity of 
Polynomial」があり、変化点問題と関連する分布理論につ
いて議論されました。その後、ランチの時間を使い、チェ
コ・日本両国の一般的な生活習慣・文化についてお互い
のインフォーマルな情報交換が行われ、友好関係が構築さ
れました。
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「Data Assimilation of Acoustic Waves Excited by Large 
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in Czech）「Conditional Copulas and Conditional Measures 
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講演があり、防災・減災システム構築に向けた地震の物理メ
カニズムのデータ同化研究や、金融関連での応用を念頭にし
た研究成果について議論が行われました。最後のセッション
では、Prof. Jarmoìr Antoch（Charles Univ. in Prague）が
「Nonparametric Comparison of ROC Curves and 
Application to Linguistics」について講演を行い、続いて三
浦特任教授（一橋大）の「Asymptotic Normality of 
Rank-Inversion Estimators for Generalized Lehmann’s 
Alternative Models in Weakly Dependent Cases」の講演
があり、経験分布関数を用いたノンパラメトリック手法による文
章分類精度の同等性比較および、金融データ分析の議論が
行われました。また、お互いの研究インフラの理解を深める
ため、田村副所長（統数研）から「Research Resources in 
ISM」と題して計算機資源、ソフトウェア資源、人的資源につ
いての紹介がありました。最後は丸山副所長（統数研）から、
昨今の社会ニーズの変化に伴う統計科学への更なる期待が
明示され、今後の共同研究、交流を話し合いながらシンポジ
ウムを終了しました。なお、シンポジウム開催を援助して頂きま
した支援室及び事務の皆様に感謝する次第です。

（吉本　敦）

平成24年3月17―19日の3日間に渡り、琉球大学におい
て、統計数理研究所リスク解析戦略研究センター、琉球大
学農学部森林政策・経理学研究室主催、東北大学生態
適応GCOE・森林計画学会共催のもと本国際シンポジウム
を開催しました。このシンポジウムでは、「From Islands to 
the World」を念頭に亜熱帯地域・島嶼地域の森林資源
の持続的な利用に関する様々な課題について議論するとと
もに、島嶼地域の森林資源の利用方法・形態から、今後の
持続的な森林資源管理の方向性について学び・検討する
ことを目的としました。
シンポジウムは仲間勇栄教授（琉球大学）の開会の挨拶
で開始しました。始めにUnited Nations UniversityのDr. 
Bixia Chenさんからは沖縄の特徴的な屋敷林についての紹
介および、その利用に対する地域住民の意識調査に関する
報告がありました。続いて、兵庫県立大学の佐々木ノピア氏
から、カンボジアにおける森林破壊の要因を調べた研究報
告がありました。また、ポルトガルのDr. Nuno Riberio 
（Univ. de Evora）からは、コルク樫林の持続的な管理に向
けた定量的指標の開発に関する報告があり、午後には、グ
ロバールな環境問題である気候変動に関して、森林総合研
究所の光田靖氏から国レベルの取り組みについて、また、森
林所有者レベルの取り組み・課題については、最適化モデ
ルを使用した研究報告がDr. Patrick Asante（Univ. of 
Albeta）及びDr. Puneet Dwivedi（Yale Univ.）よりありま
した。次に、琉球大学農学部の木島真志氏からは、沖縄本
島北部の貴重種の生息地の質に対する森林管理の影響を
定量的に評価分析できる森林伐採計画問題を用いたフレー
ムワークの開発に関する報告があり、吉本は、韓国ジェジュ
島の持続的な森林伐採計画について、データが十分整備さ
れていない状況においても、ベイズ統計手法を活用すること
で木材成長量が予測できることを報告しました。初日の最後
には、ポスターセッションが開催され、国内外の大学院生を中
心に11件のポスター発表がありました。2日目は、いわき明星
大学の江尻陽三郎氏から、国際貿易モデルに関する研究
報告、宇都宮大学の有賀一広氏からは森林バイオマスの利
活用について研究報告がありました。また、2日目終了後の

フィールド視察エクスカーションに先立ち、琉球大学の高嶋敦
史氏から、沖縄本島北部における森林資源管理の現状・
課題ついての報告がありました。その後参加者は、エクス
カーションの開催地である沖縄本島北部へと移動し、3日目に
琉球大学農学部演習林・与那フィールドの見学及び、国頭
村森林公園（やんばる学びの森）、国頭村森林組合への視
察が行われました。国頭村森林公園では、近年、注目を集
めている森林エコツーリズムの現状について、国頭村森林組
合では、実際に工場を見学し、森林組合の職員から木材資
源の加工、利用形態についての説明を受けました。 
今回のシンポジウムを通して、今後の持続的森林資源の
利活用に向けて様々な課題に対する対応策が議論されまし
た。特に、亜熱帯地域・島嶼地域における森林資源管理
の実施に際して、十分なデータが整備されていないことが問
題になりますが、この観点から、国内外の専門家が集結し、
実践的な方法や解決策について、最新の技術や研究知見
について議論し、それらを集約化・共有化することが、今後
の森林資源管理においては、重要な課題であることが確認
されました。
なお、シンポジウムの参加者は日本の他に海外9カ国（ア
メリカ、カナダ、韓国、カンボジア、台湾、スロバキア、チェ
コ、中国、ポルトガル）合わせて計54名でありました。学会
の運営は、琉球大学の仲間勇栄教授、木島真志准教授、
高嶋敦史助教および、その研究室の学生が中心に行いまし
た。ここに感謝する次第であります。　　　　 （吉本　敦）

国際シンポジウム開催報告
「Statistical modeling and real-time probability forecasting for earthquakes」
3月11日―14日に、統計数理研究所主催により国際シン

ポジウム“Statistical modeling and real-time probability 
forecasting for earthquakes”（地震活動の統計的モデリン

グとリアルタイム確率予測）を開催しました。これは、本研究
所の尾形良彦教授の研究生活40周年と退職とを記念したも
のです。国外から15名、国内から24名の参加があり、各自

「統計数理研究所 平成23年度ISMシンポジウム」開催報告

による講演がありました。その内容は（1）地震誘発現象と
そのモデル化、 （2）繰り返し地震およびそれと地殻応力変
化との関連、（3）地震の確率予測モデルとその評価手法、 
（4）地震発生確率予測に関する国際的プロジェクト 
Collaboratory for the Study of Earthquake Predict-
ability （CSEP） 、（5）地震活動の統計解析に用いるソフト
ウェア、など多岐に亘るもので、活発な議論が行われました。
尾形教授が提案したEpidemic Type Aftershock Sequences

（ETAS） モデルに関連した講演も多く、このモデルが世界中
で幅広く受け入れられ、上記CSEP等で標準的な地震活動
モデルとして用いられていることを実感することとなりました。
シンポジウムの最後には、尾形教授が、自身開発したベイズ
的手法を取り入れた時空間版ETASモデルを扱うソフトウェ
アの紹介を行い、統計地震学の更なる発展を予期させつつ、
無事シンポジウムを終えることが出来ました。

（庄　建倉・岩田貴樹）
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学生
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大学教員等
11%

官公庁
10%

公益法人
5%

不明等
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平成24年2月10日に、杉並区立西田小学校6年生の上
野修平君が来所されました。これは、同校の「総合的な学習
の時間」での「身近なプロフェッショナル」というキャリア教育
の一環としての来訪でした。上野君は将来、数学者になりた
いという夢をもっており、そのためにはどのようなことを勉強し、
どのような資格を取得すればよいかを知りたいとのことでした。
そこで、後者については博士号取得がある意味で研究者

になるための「資格免許」のようなものであることを、自分が
オランダ・ユトレヒト大学にて取得したときの体験談を踏まえ
て話しました。また前者については、数学や統計学の研究
者になるためには、物事を論理的に整理して考える思考力
と、真に有用な定理や原理をかぎ分ける美的センスを養うこ
とが重要であり、そのためには小学生から高校生の時期に
読書をたくさんして総合的な論理・推論能力をじっくり身に
つけていくのがよいと話しました。上野君は、来訪までは数
学者になるためには算数・数学を一生懸命勉強するのがよ

いと思っていたようですが、私の話を興味深く聴いてくれて、
十分に納得してもらえたようです。
最後に、囚人のジレンマの問題や、モンティ・ホールの問
題を出題してしばらく頭をひねってもらい、その後、理論的な
解答を説明するだけでなく、それらの現象をカードを使って
実際に実験してみ
ることにより、試行
回数を増やすと本
当に理論的な確
率に近づいていく
ことを体感してい
ただきました。
（西山 陽一）

統計数理セミナー実施報告（2012年2月～4月）

2012年3月の公開講座実施状況

平成２３年度公開講座報告
統計科学技術センターでは、平成17年度から大幅に公開講座数を増やし、平成23年度は10講座開講しました。そのうち
6講座では、申込受付開始早々に定員に達するという盛況ぶりでした。各講座の受講者数は以下のとおりです。

毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ
ミナーは以下の通り行われました。

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を
円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講座は､
様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学
習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的知識の向上に
役立っています｡また､当研究所独自のアカデミックな講座のため､受
講者の住所は､33都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､
青森、宮城、秋田、山形、福島、群馬、新潟、富山、福井、山梨、
長野、静岡、愛知、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、鳥取、岡山、
広島、山口、徳島、高知、福岡、大分、沖縄の全国から参加してい
ただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方 に々心から感謝いたします。

（情報資源室）

3月9日（金）に公開講座「バイオサイエンスのための時系列解析入門」が行われました。講師は、当研究所の田村義保教
授と三分一史和准教授でした。受講生は91名で、会場は満席となりました。　　　　　　　　　　　　　　（情報資源室）

研究者になることを夢見る小学生が来所

東京大学大学院情報理工学系研究科と“グローバル・クリエイティブリーダー”育成で覚書を締結

講座名 開設期間 延時間 受講者

サンプリング入門と調査データの分析法

赤池情報量規準と統計モデリング

多変量解析法

モデルフリー制御器設計の新展開 ̶FRIT（Fictitious Reference
Iterative Tuning）法の基礎理論とその応用̶

統計学概論

統計的パターン認識の方法について総合的な理解を目指して

マルチンゲール理論による統計解析の基礎

分子系統樹推定の理論と実践

アンサンブルカルマンフィルタの実装法

バイオサイエンスのための時系列解析入門

  5/16（月）～　　19（木）

  6/  9（木）～　　10（金）

  8/29（月）～　9/ 1（木）

  9/21（水）～　　22（木）

10/18（火）～　　21（金）

10/25（火）

11/10（木）～　　11（金）

11/17（木）～　　18（金）

12/13（火）

  3/  9（金）

20時間

10時間

20時間

12時間

20時間

5時間

10時間

10時間

5時間

5時間

39

92

94

18

85

93

53

35

81

91

日　程 氏　名 タイトル

ロバストなモデル選択規準

鶴岡言語調査データのコウホート分析

動物装着型ロガーの時系列データに対するモデリングの試み

An introduction to two tools of optimization: FEFAR and UNSOS

ロバストな生体回路の設計とベイズ統計学

英語心内辞書の統計的データ解析

2月  1日

2月  8日

2月22日

藤澤 洋徳

中村 　隆

島谷 健一郎

黄　 撫春

吉田　 亮

小林　 景

日　程 氏　名 タイトル

QTL解析における影響分析

点過程モデルの残差分析

二峰性を示す対称な円周分布の摂動

空間的制約下での森林資源管理最適化モデリング

統計数理と地震と

摂動多面体のアブストラクトチューブと多次元正規確率計算

状態空間モデルを用いた金融時系列分析

ロバストパラメータ設計における統計的アプローチ

リスク受容と意思決定

Detecting and modelling serial dependence in discrete valued time series

A nonparametric specification test in time series regression

2月29日

3月  7日

3月14日

4月11日

4月18日

4月25日

Xiaoling Dou

庄　 建倉

阿部 俊弘

吉本 　敦

尾形 良彦

栗木 　哲

佐藤 整尚

河村 敏彦

椿 　広計

William Dunsmuir

川崎 能典

（メディア開発室）

2012年4月18日、統計思考力育成事業として、東京大学
大学院情報理
工学系研究科と
“グローバル・
クリエイティブ
リーダー ”育成
に関する覚書を
締結しました。
調印式は統

計数理研究所所長室で執り行われ、東京大学大学院情
報理工学系研究科から萩谷昌己研究科長、杉原正顯教
授が、統数研から樋口知之所長、丸山宏副所長（統計
思考院）が出席しました。
今後、情報技術・統計数理の知見と経営マインドをあ

わせ持つ、“グローバル・クリエイティブリーダー ”の育成
を目指し、連携・協力して、教育研究を行っていきます。

（丸山　宏）

統数研トピックス

研究教育活動
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住所別
集計

首都圏
82%

その他
18%

男女別
集計

男
83%

女
13%

不明
4%

年齢別
集計

29歳以下
20%

30代
36%

40代
22%

50代以上
17%

不明
5%

職業別
集計 民間

55%

学生
12%

大学教員等
11%

官公庁
10%

公益法人
5%

不明等
  7%

平成24年2月10日に、杉並区立西田小学校6年生の上
野修平君が来所されました。これは、同校の「総合的な学習
の時間」での「身近なプロフェッショナル」というキャリア教育
の一環としての来訪でした。上野君は将来、数学者になりた
いという夢をもっており、そのためにはどのようなことを勉強し、
どのような資格を取得すればよいかを知りたいとのことでした。
そこで、後者については博士号取得がある意味で研究者

になるための「資格免許」のようなものであることを、自分が
オランダ・ユトレヒト大学にて取得したときの体験談を踏まえ
て話しました。また前者については、数学や統計学の研究
者になるためには、物事を論理的に整理して考える思考力
と、真に有用な定理や原理をかぎ分ける美的センスを養うこ
とが重要であり、そのためには小学生から高校生の時期に
読書をたくさんして総合的な論理・推論能力をじっくり身に
つけていくのがよいと話しました。上野君は、来訪までは数
学者になるためには算数・数学を一生懸命勉強するのがよ

いと思っていたようですが、私の話を興味深く聴いてくれて、
十分に納得してもらえたようです。
最後に、囚人のジレンマの問題や、モンティ・ホールの問
題を出題してしばらく頭をひねってもらい、その後、理論的な
解答を説明するだけでなく、それらの現象をカードを使って
実際に実験してみ
ることにより、試行
回数を増やすと本
当に理論的な確
率に近づいていく
ことを体感してい
ただきました。
（西山 陽一）

統計数理セミナー実施報告（2012年2月～4月）

2012年3月の公開講座実施状況

平成２３年度公開講座報告
統計科学技術センターでは、平成17年度から大幅に公開講座数を増やし、平成23年度は10講座開講しました。そのうち
6講座では、申込受付開始早々に定員に達するという盛況ぶりでした。各講座の受講者数は以下のとおりです。

毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ
ミナーは以下の通り行われました。

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を
円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講座は､
様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学
習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的知識の向上に
役立っています｡また､当研究所独自のアカデミックな講座のため､受
講者の住所は､33都道府県にわたり､首都圏のみならず、北海道､
青森、宮城、秋田、山形、福島、群馬、新潟、富山、福井、山梨、
長野、静岡、愛知、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、鳥取、岡山、
広島、山口、徳島、高知、福岡、大分、沖縄の全国から参加してい
ただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方 に々心から感謝いたします。

（情報資源室）

3月9日（金）に公開講座「バイオサイエンスのための時系列解析入門」が行われました。講師は、当研究所の田村義保教
授と三分一史和准教授でした。受講生は91名で、会場は満席となりました。　　　　　　　　　　　　　　（情報資源室）

研究者になることを夢見る小学生が来所

東京大学大学院情報理工学系研究科と“グローバル・クリエイティブリーダー”育成で覚書を締結

講座名 開設期間 延時間 受講者

サンプリング入門と調査データの分析法

赤池情報量規準と統計モデリング

多変量解析法

モデルフリー制御器設計の新展開 ̶FRIT（Fictitious Reference
Iterative Tuning）法の基礎理論とその応用̶

統計学概論

統計的パターン認識の方法について総合的な理解を目指して

マルチンゲール理論による統計解析の基礎

分子系統樹推定の理論と実践

アンサンブルカルマンフィルタの実装法

バイオサイエンスのための時系列解析入門

  5/16（月）～　　19（木）

  6/  9（木）～　　10（金）

  8/29（月）～　9/ 1（木）

  9/21（水）～　　22（木）

10/18（火）～　　21（金）

10/25（火）

11/10（木）～　　11（金）

11/17（木）～　　18（金）

12/13（火）

  3/  9（金）

20時間

10時間

20時間

12時間

20時間

5時間

10時間

10時間

5時間

5時間

39

92

94

18

85

93

53

35

81

91

日　程 氏　名 タイトル

ロバストなモデル選択規準

鶴岡言語調査データのコウホート分析

動物装着型ロガーの時系列データに対するモデリングの試み

An introduction to two tools of optimization: FEFAR and UNSOS

ロバストな生体回路の設計とベイズ統計学

英語心内辞書の統計的データ解析

2月  1日

2月  8日

2月22日

藤澤 洋徳

中村 　隆

島谷 健一郎

黄　 撫春

吉田　 亮

小林　 景

日　程 氏　名 タイトル

QTL解析における影響分析

点過程モデルの残差分析

二峰性を示す対称な円周分布の摂動

空間的制約下での森林資源管理最適化モデリング

統計数理と地震と

摂動多面体のアブストラクトチューブと多次元正規確率計算

状態空間モデルを用いた金融時系列分析

ロバストパラメータ設計における統計的アプローチ

リスク受容と意思決定

Detecting and modelling serial dependence in discrete valued time series

A nonparametric specification test in time series regression

2月29日

3月  7日

3月14日

4月11日

4月18日

4月25日

Xiaoling Dou

庄　 建倉

阿部 俊弘

吉本 　敦

尾形 良彦

栗木 　哲

佐藤 整尚

河村 敏彦

椿 　広計

William Dunsmuir

川崎 能典

（メディア開発室）

2012年4月18日、統計思考力育成事業として、東京大学
大学院情報理
工学系研究科と
“グローバル・
クリエイティブ
リーダー ”育成
に関する覚書を
締結しました。
調印式は統

計数理研究所所長室で執り行われ、東京大学大学院情
報理工学系研究科から萩谷昌己研究科長、杉原正顯教
授が、統数研から樋口知之所長、丸山宏副所長（統計
思考院）が出席しました。
今後、情報技術・統計数理の知見と経営マインドをあ

わせ持つ、“グローバル・クリエイティブリーダー ”の育成
を目指し、連携・協力して、教育研究を行っていきます。

（丸山　宏）

統数研トピックス

研究教育活動
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Information

学位記授与式風景

専攻修了式風景

祝辞を述べる髙畑学長

専攻修了式
平成24年3月14日（水）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻修了式が行われ、熊澤貴雄・加藤直広・野村
俊一・山田俊哉の計4名が本専攻を修了しました。

平成23年度学位記授与式
3月23日（金）に総合研究大学院大学学
位記授与式が葉山キャンパスにて挙行され、
統計科学専攻から、熊澤貴雄・加藤直広・
野村俊一・山田俊哉（課程博士）の計4名
が学位記を授与されました。

平成24年度入学式（4月期）
4月12日（木）に総合研究大学院大学入学
式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の
入学者4名を含む73名の新入生が迎えられま
した。　　　（企画グループ・研究支援担当）

●統計数理セミナー
毎週水曜日、所内研究教育職員及び外部の方による

「統計数理セミナー」を開催します。多くの方々にご参加
いただき活発な討論が展開されることを期待しています。
スケジュールは以下の通りです。タイトルは、2ヶ月程
度前からホームページでご案内致します。

電力事情等の影響で、開催日時の変更の可能性が
あります。最新情報はホームページにてご確認下さい。
http://www.ism.ac.jp/　　　　　（メディア開発室）

開場：15時30分
時間：16時～17時20分
　　　事前予約不要、入場自由
場所：統計数理研究所セミナー室5（D314）

6/ 6 水
6/13 水
6/27 水
7/11 水

江口 真透、長尾 大道
丸山 直昌、中野 慎也
小森 理、曹 纓
三分一 史和、Hsien-Kuei Hwang

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１　統計数学分野
２　情報科学分野
３　生物科学分野
４　物理科学分野
５　工学分野
６　人文科学分野
７　社会科学分野
８　その他

【分野分類】

平成２４年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
本研究所の平成24年度公募型共同利用の申請課題
が、平成24年2月17日（金）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が15件、一般研究1が25件、一般研
究2が100件、重点型研究が14件、共同研究集会が12
件、合計166件です。
なお、これとは別に共同研究リポートが21件採択されま

した。

a
b
c
d
e
 f
g
h
 i
 j

時空間モデリング分野
知的情報モデリング分野
グラフ構造モデリング分野
調査解析分野
多次元データ解析分野
計算機統計分野
統計基礎数理分野
学習推論分野
計算数理分野
その他

平成24年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a3
f8
i4
a3
d6

f1
h5
a7
g6
f1
a4
b2
g1
a3
f5

データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
酸性雨モニタリングデータの時系列解析および環境要因解析
航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
細胞幾何学モデル

学校教育場面でのプログラム評価を想定した「平均への回帰」の
検出と調整
モンテカルロ法を用いた数独解盤面の近似数え上げ
極値理論の土木工学への応用～“経験度”の導入
株価実現ボラティリティを利用したＧＡＲＣＨモデルのベイズ推定
学校教育における統計教育について
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法と計算アルゴリズム
多変量状態空間モデリングのための数値的方法
統計手法に基づく未知語の意味分類
逐次解析問題およびノンパラメトリック関数推定問題
データ同化による細胞内ネットワークシミュレーションモデル構築の研究
非線形フィルタリングを用いた劣化現象の信頼性解析

木村　暁（国立遺伝学研究所・准教授）
酒井　正治（森林総合研究所・主任研究員）
新井　直樹（独立行政法人 電子航法研究所・主幹研究員）
本多　久夫（兵庫大学・教授）

奥村　太一（上越教育大学・講師）

貞廣　泰造（津田塾大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学・准教授）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・研究員（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学・教授）
磯貝　英一（新潟大学・教授）
長谷川　嵩矩（東京大学医科学研究所・大学院生　修士課程）
貝瀬　徹（兵庫県立大学大学院・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

a4

a8

h3
b2
a4

e6
b4
a4
a4

a2
e7
d7
g1

海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に
関する研究（３）

広域スケールにおける作物生産性の環境応答モデリングへの
データ同化手法の応用

バイオ・ナノ分子電子状態の統計化学に関する研究
離散データ解析法の研究
混合ガウス分布モデルに基づく惑星探査機高速中性粒子データ
の分類・解析

ソブリンリスク計量化のための統計モデル開発
高次元希少事例サンプリングと統計的推定・機械学習への応用
固体地球－大気－電離層結合系のモデリングに関する観測的研究
固体地球と大気の相互作用メカニズム解明を目的とした数値
シミュレーションと観測データの統合研究

集団免疫を高めるワクチン接種対象者のシミュレーションによる探索
古代社会の人口動態の推定
行動遺伝学におけるACDEモデルの実データに対する適用
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式

藤井　陽介（気象庁気象研究所・研究官）

横沢　正幸（農業環境技術研究所・上席研究員）

佐藤　文俊（東京大学・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）

山下　智志（統計数理研究所・教授）
鷲尾　隆（大阪大学・教授）
冨澤　一郎（国立大学法人 電気通信大学・准教授）
長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
尾崎　幸謙（統計数理研究所・助教）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

試験年月日 受験者数 合格者数
H24.1.16（月）～
　　 1.18（水） 平成24年4月入学（第2回）　9名 2名

【5年一貫制博士課程】
試験年月日 受験者数 合格者数

H24.1.18（水） 平成24年4月入学（第2回）　3名 2名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
熊澤　貴雄
加藤　直広
野村　俊一
山田　俊哉

Detecting misfits of the ETAS for seismicity anomalies
多項式回帰モデルにおける正値性の検定に関する研究
Stochastic Models and Forecast for Recurrent Earthquake
Webユーザビリティの統計的評価における研究

【課程博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

学位取得者
平成23年度3月学位取得者は次のとおり。

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係 共同利用
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お

知
ら

せ

Information

学位記授与式風景

専攻修了式風景

祝辞を述べる髙畑学長

専攻修了式
平成24年3月14日（水）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻修了式が行われ、熊澤貴雄・加藤直広・野村
俊一・山田俊哉の計4名が本専攻を修了しました。

平成23年度学位記授与式
3月23日（金）に総合研究大学院大学学
位記授与式が葉山キャンパスにて挙行され、
統計科学専攻から、熊澤貴雄・加藤直広・
野村俊一・山田俊哉（課程博士）の計4名
が学位記を授与されました。

平成24年度入学式（4月期）
4月12日（木）に総合研究大学院大学入学
式が葉山キャンパスにて挙行され、本専攻の
入学者4名を含む73名の新入生が迎えられま
した。　　　（企画グループ・研究支援担当）

●統計数理セミナー
毎週水曜日、所内研究教育職員及び外部の方による

「統計数理セミナー」を開催します。多くの方々にご参加
いただき活発な討論が展開されることを期待しています。
スケジュールは以下の通りです。タイトルは、2ヶ月程
度前からホームページでご案内致します。

電力事情等の影響で、開催日時の変更の可能性が
あります。最新情報はホームページにてご確認下さい。
http://www.ism.ac.jp/　　　　　（メディア開発室）

開場：15時30分
時間：16時～17時20分
　　　事前予約不要、入場自由
場所：統計数理研究所セミナー室5（D314）

6/ 6 水
6/13 水
6/27 水
7/11 水

江口 真透、長尾 大道
丸山 直昌、中野 慎也
小森 理、曹 纓
三分一 史和、Hsien-Kuei Hwang

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１　統計数学分野
２　情報科学分野
３　生物科学分野
４　物理科学分野
５　工学分野
６　人文科学分野
７　社会科学分野
８　その他

【分野分類】

平成２４年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
本研究所の平成24年度公募型共同利用の申請課題
が、平成24年2月17日（金）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が15件、一般研究1が25件、一般研
究2が100件、重点型研究が14件、共同研究集会が12
件、合計166件です。
なお、これとは別に共同研究リポートが21件採択されま

した。

a
b
c
d
e
 f
g
h
 i
 j

時空間モデリング分野
知的情報モデリング分野
グラフ構造モデリング分野
調査解析分野
多次元データ解析分野
計算機統計分野
統計基礎数理分野
学習推論分野
計算数理分野
その他

平成24年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a3
f8
i4
a3
d6

f1
h5
a7
g6
f1
a4
b2
g1
a3
f5

データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
酸性雨モニタリングデータの時系列解析および環境要因解析
航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
細胞幾何学モデル

学校教育場面でのプログラム評価を想定した「平均への回帰」の
検出と調整
モンテカルロ法を用いた数独解盤面の近似数え上げ
極値理論の土木工学への応用～“経験度”の導入
株価実現ボラティリティを利用したＧＡＲＣＨモデルのベイズ推定
学校教育における統計教育について
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法と計算アルゴリズム
多変量状態空間モデリングのための数値的方法
統計手法に基づく未知語の意味分類
逐次解析問題およびノンパラメトリック関数推定問題
データ同化による細胞内ネットワークシミュレーションモデル構築の研究
非線形フィルタリングを用いた劣化現象の信頼性解析

木村　暁（国立遺伝学研究所・准教授）
酒井　正治（森林総合研究所・主任研究員）
新井　直樹（独立行政法人 電子航法研究所・主幹研究員）
本多　久夫（兵庫大学・教授）

奥村　太一（上越教育大学・講師）

貞廣　泰造（津田塾大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
伊藤　一郎（東京学芸大学・准教授）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・研究員（情報・システム研究機構 機構長））
福本　文代（山梨大学・教授）
磯貝　英一（新潟大学・教授）
長谷川　嵩矩（東京大学医科学研究所・大学院生　修士課程）
貝瀬　徹（兵庫県立大学大学院・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

a4

a8

h3
b2
a4

e6
b4
a4
a4

a2
e7
d7
g1

海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に
関する研究（３）

広域スケールにおける作物生産性の環境応答モデリングへの
データ同化手法の応用

バイオ・ナノ分子電子状態の統計化学に関する研究
離散データ解析法の研究
混合ガウス分布モデルに基づく惑星探査機高速中性粒子データ
の分類・解析

ソブリンリスク計量化のための統計モデル開発
高次元希少事例サンプリングと統計的推定・機械学習への応用
固体地球－大気－電離層結合系のモデリングに関する観測的研究
固体地球と大気の相互作用メカニズム解明を目的とした数値
シミュレーションと観測データの統合研究

集団免疫を高めるワクチン接種対象者のシミュレーションによる探索
古代社会の人口動態の推定
行動遺伝学におけるACDEモデルの実データに対する適用
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式

藤井　陽介（気象庁気象研究所・研究官）

横沢　正幸（農業環境技術研究所・上席研究員）

佐藤　文俊（東京大学・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）

山下　智志（統計数理研究所・教授）
鷲尾　隆（大阪大学・教授）
冨澤　一郎（国立大学法人 電気通信大学・准教授）
長尾　大道（統計数理研究所・特任准教授）

斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
尾崎　幸謙（統計数理研究所・助教）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

試験年月日 受験者数 合格者数
H24.1.16（月）～
　　 1.18（水） 平成24年4月入学（第2回）　9名 2名

【5年一貫制博士課程】
試験年月日 受験者数 合格者数

H24.1.18（水） 平成24年4月入学（第2回）　3名 2名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
熊澤　貴雄
加藤　直広
野村　俊一
山田　俊哉

Detecting misfits of the ETAS for seismicity anomalies
多項式回帰モデルにおける正値性の検定に関する研究
Stochastic Models and Forecast for Recurrent Earthquake
Webユーザビリティの統計的評価における研究

【課程博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

学位取得者
平成23年度3月学位取得者は次のとおり。

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻関係 共同利用
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e1
a4

h1
h1
a4

f2
e2
g2
a7
a3
d7
f2
g2
e5

f3
f2
f2
d6
d6
e7
f4
d3
j6
a5

f3
j8
g1
a3
j6

d6

e3
d6
e7
d7
d7

j7
b3
i5

a3
j8
d7

b3
d6
d6
j3
j7
j3

マウス超音波発声のデータを用いた関数データ解析
磁力線振動周波数とGPS-TECの同時インバージョンによるプラズマ
圏密度全球分布推定

共分散構造モデルのロバスト統計とその拡張
機械学習と統計学の共通基盤の強化II
国際宇宙ステーションからの撮像観測データを用いた電離圏・
中間圏トモグラフィー

集約的シンボリックデータ可視化ソフトウエアの開発
シンボリックデータの解析に関する研究
グラフ上の推論アルゴリズムのホモロジー代数的研究（２）
金融商品高頻度データによる日内季節変動の分析
マルコフ連鎖モンテカルロ法の生態学データ解析への応用
家計金融資産選択行動の日米比較～ベイズ型コウホート分析の適用～
統計解析システムにおけるライブラリの共有化
Eulerian分布と正規乱数フィルタの生成
サービス科学と次世代情報基盤による地域情報基盤、統計情報
基盤、医療情報基盤に関する研究
疾患のCT値を利用した鑑別診断についての研究
シンボリックデータ解析におけるラフ集合の応用について
携帯端末上の統計グラフィックスに関する研究
計量的言語データ処理法研究
人の言語行動を規定する社会的要因の研究
信用リスクに関する統計的アプローチ
シミュレーション科学と統計科学の対話
国民の健康に関わる生活習慣データのコウホート分析
センサス＠スクールサイトのシステム改変と教育利用促進
土木構造物の耐震設計に用いる数値解析モデルの不確定性
定量化と妥当性保障に関する研究
新生児の自発運動の解析
日本における数理統計学の受容・波及過程に関する予備研究
英語心内辞書データの統計的解析
連続的環境勾配における個体群統計パラメータ変異のモデリング
シグナル性シンボルの循環とその生成メカニズムの社会科学分野
に対する応用

イギリスの巨大コーパスにおける新聞サブコーパスの統計学的言
語比較研究
分子マーカーを用いたがん臨床試験のデザインとその応用に関する研究
日本人英語学習者の概念構造の解明に向けた統計的研究
「日本語観国際センサス」に関する日本観・日本人観・日本語観の相関分析
生態系サービス評価に関わる土地利用管理最適化システムの構築
離島における第一次産業振興と環境維持を考慮した地域政策
モデルの構築
病虫害リスク軽減のための森林管理最適化システムの構築
生物の信号処理における数理的および解剖学的研究
回転円すい体の外表面を上昇する液膜流の微粒化に関する
非線形ダイナミクス
生物群集の種多様性に関する統一中立理論の新しい展開
スポーツデータの統計解析に関する研究
事業所・企業統計の匿名化ミクロデータの作成実験と社会経済
変動過程の解析への応用
神経スパイク列パターンの生成ダイナミクスの推定
統計学的マイニング技術を応用したデジタルヒューマニティーズ研究
日米中三国比較にみるいじめと家族の絆問題
人類の生理・代謝および疾患に関するゲノム多様性と移動
外来種拡散リスクを考慮に入れた森林管理評価モデルの構築
転移因子とホストゲノム進化との関係

ドウ シャオリン（情報・システム研究機構・特任研究員）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

江口　真透（統計数理研究所・教授）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
吉田　靖（千葉商科大学・教授）
久保　拓弥（北海道大学・助教）
山下　貴子（流通科学大学・教授）
藤原　丈史（東京情報大学・准教授）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
林　隆史（会津大学・教授）

池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
藤野　友和（福岡女子大学・講師）
石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
石川　有香（名古屋工業大学・准教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）
伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・講師）
西尾　真由子（横浜国立大学・准教授）

中野　純司（統計数理研究所・教授）
竹内　惠行（大阪大学・准教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
田中　健太（筑波大学・助教）
椿　広計（統計数理研究所・教授）

高見　敏子（北海道大学・准教授）

吉村　健一（京都大学医学部附属病院・助教）
長　加奈子（北九州市立大学・准教授）
米田　正人（国立国語研究所・名誉所員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）

木島　真志（琉球大学・准教授）
瀧澤　由美（統計数理研究所・准教授）
足立　高弘（秋田大学・准教授）

宮下　直（東京大学・准教授）
酒折　文武（中央大学・准教授）
松田　芳郎（青森公立大学・教授）

伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
田畑　智司（大阪大学・准教授）
植木　武（共立女子短期大学・教授）
太田　博樹（北里大学・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
中島　裕美子（琉球大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
a5
a3
d6
f4
a3
d6
d7
a4
d7
g1
a5
a8

地盤工学データ同化手法の開発と高度化
次世代オミックスデータの統計解析基盤
子どもの社会性に関する発達行動遺伝学的研究
複雑系のシミュレーションと統計理論
次世代シーケンスデータの統計解析基盤
子ども期のメンタルヘルスに関する発達行動遺伝学的研究
社会科学における縦断データ解析手法の研究
極域の地球科学データを用いた統計解析とデータ同化に関する研究
災害時における情報判断のモデル化に関する研究
円周上に値をとる確率過程の統計推測
ドラム音源データからのグルーブ感の定量的抽出
東京湾水質の長期変動傾向の推定

中村　和幸（明治大学・特任講師）
吉田　亮（統計数理研究所・准教授）
酒井　厚（山梨大学・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
吉田　亮（統計数理研究所・准教授）
菅原　ますみ（お茶の水女子大学・教授）
菅原　ますみ（お茶の水女子大学・教授）
金尾　政紀（情報・システム研究機構 国立極地研究所・准教授）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）
加藤　昇吾（統計数理研究所・助教）
徳永　旭将（明治大学・研究員）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究2】

d7
a3
i3
d7
e3
e8
j8
a3
g1
i5
b5
g1
d7
a3
d3
f2
i8
g3
e3
a4
d7
e3
b2
d6
e7
d6
d3
f1
e2
a4
d3
e5
g1
e1
g1
i1
h4
h3
g1
d7
e2

調査データベース公有化における個人データ保護と疑似個票データの作成
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
耳鳴の原因となる神経基盤の解明
地域森林資源のサプライチェーンマネジメントシステム構築
予後因子探索と予測指標構築の方法論に関する研究
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究
新学習指導要領に対応した入試問題とアセスメントの開発
精神疾患における治療前後の前頭前野血液量変化測定
一般化されたWishart分布モデルにおける統計的推測理論の研究
不完全情報下における制御系設計に関する研究
パーティクルフィルタによるマルチメディア信号における逐次的情報抽出
確率過程の統計推測と学習理論の綜合的研究および計算法の研究
現代日本人の政治意識・行動に関するコウホート分析
推論課題遂行時の異なる振動数帯域にまたがる脳波位相固定ダイナミクス
精密なデータベースに基づく身長分布の統計的検討
人工鼻による匂い識別を高感度化・適正化するアルゴリズムの開発
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
空間疫学における多重性調整のための数値計算法の開発
大規模な保健衛生データの統計解析
データ同化にもとづく放射線帯の物理過程の究明
青年期・成人期双生児データの行動遺伝学的解析
疫学研究における統計的方法の開発と実データへの応用
モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究
小学生の英語学習に対する動機づけの縦断調査
中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ
科学技術コーパスの特徴表現分析と教育への応用
疾病に対する集団戦略・高リスク戦略のためのコミュニティ評価指標の実用化
統計情報資源ナビゲーション・システムの現代化
SDAに基づく放射線医療に関する研究
地球電離圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
体力運動能力・BMIのコウホート分析
微分方程式から導かれる複雑な非線形回帰モデルのパラメータ推定法の研究
一般化レーマン対立仮説モデルの下での推測理論
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
正値スプライン関数に基づく統計推測
確率測度の最適化と通信路容量
物理計測とベイズ的方法
南極観測隊の健康診断データベースの構築とその統計的解析(継続）
順序統計量に基づく多次元コピュラ関数の研究
風評に関する統計科学的検証
社会物理学の展望

佐井　至道（岡山商科大学・教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
小川　剛史（東北大学・研究員）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
手良向　聡（京都大学・准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
深澤　弘美（東京医療保健大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）
今野　良彦（日本女子大学・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
吉田　朋広（東京大学・教授）
三船　毅（愛知学泉大学・准教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
山崎　義弘（早稲田大学・教授）
藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
三好　由純（名古屋大学・助教）
山形　伸二（慶應義塾大学・研究員）
和泉　志津恵（大分大学・准教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
カレイラ松崎　順子（東京未来大学・講師）
宮本　道子（秋田県立大学・教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
丸山　直昌（統計数理研究所・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）
三浦　良造（一橋大学・名誉教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
小森　理（統計数理研究所・特任研究員）
ドウ シャオリン（情報・システム研究機構・特任研究員）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
藤江　遼（科学技術振興機構・研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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e1
a4

h1
h1
a4

f2
e2
g2
a7
a3
d7
f2
g2
e5

f3
f2
f2
d6
d6
e7
f4
d3
j6
a5

f3
j8
g1
a3
j6

d6

e3
d6
e7
d7
d7

j7
b3
i5

a3
j8
d7

b3
d6
d6
j3
j7
j3

マウス超音波発声のデータを用いた関数データ解析
磁力線振動周波数とGPS-TECの同時インバージョンによるプラズマ
圏密度全球分布推定

共分散構造モデルのロバスト統計とその拡張
機械学習と統計学の共通基盤の強化II
国際宇宙ステーションからの撮像観測データを用いた電離圏・
中間圏トモグラフィー

集約的シンボリックデータ可視化ソフトウエアの開発
シンボリックデータの解析に関する研究
グラフ上の推論アルゴリズムのホモロジー代数的研究（２）
金融商品高頻度データによる日内季節変動の分析
マルコフ連鎖モンテカルロ法の生態学データ解析への応用
家計金融資産選択行動の日米比較～ベイズ型コウホート分析の適用～
統計解析システムにおけるライブラリの共有化
Eulerian分布と正規乱数フィルタの生成
サービス科学と次世代情報基盤による地域情報基盤、統計情報
基盤、医療情報基盤に関する研究
疾患のCT値を利用した鑑別診断についての研究
シンボリックデータ解析におけるラフ集合の応用について
携帯端末上の統計グラフィックスに関する研究
計量的言語データ処理法研究
人の言語行動を規定する社会的要因の研究
信用リスクに関する統計的アプローチ
シミュレーション科学と統計科学の対話
国民の健康に関わる生活習慣データのコウホート分析
センサス＠スクールサイトのシステム改変と教育利用促進
土木構造物の耐震設計に用いる数値解析モデルの不確定性
定量化と妥当性保障に関する研究
新生児の自発運動の解析
日本における数理統計学の受容・波及過程に関する予備研究
英語心内辞書データの統計的解析
連続的環境勾配における個体群統計パラメータ変異のモデリング
シグナル性シンボルの循環とその生成メカニズムの社会科学分野
に対する応用

イギリスの巨大コーパスにおける新聞サブコーパスの統計学的言
語比較研究
分子マーカーを用いたがん臨床試験のデザインとその応用に関する研究
日本人英語学習者の概念構造の解明に向けた統計的研究
「日本語観国際センサス」に関する日本観・日本人観・日本語観の相関分析
生態系サービス評価に関わる土地利用管理最適化システムの構築
離島における第一次産業振興と環境維持を考慮した地域政策
モデルの構築
病虫害リスク軽減のための森林管理最適化システムの構築
生物の信号処理における数理的および解剖学的研究
回転円すい体の外表面を上昇する液膜流の微粒化に関する
非線形ダイナミクス
生物群集の種多様性に関する統一中立理論の新しい展開
スポーツデータの統計解析に関する研究
事業所・企業統計の匿名化ミクロデータの作成実験と社会経済
変動過程の解析への応用
神経スパイク列パターンの生成ダイナミクスの推定
統計学的マイニング技術を応用したデジタルヒューマニティーズ研究
日米中三国比較にみるいじめと家族の絆問題
人類の生理・代謝および疾患に関するゲノム多様性と移動
外来種拡散リスクを考慮に入れた森林管理評価モデルの構築
転移因子とホストゲノム進化との関係

ドウ シャオリン（情報・システム研究機構・特任研究員）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

江口　真透（統計数理研究所・教授）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
吉田　靖（千葉商科大学・教授）
久保　拓弥（北海道大学・助教）
山下　貴子（流通科学大学・教授）
藤原　丈史（東京情報大学・准教授）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
林　隆史（会津大学・教授）

池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
藤野　友和（福岡女子大学・講師）
石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
石川　有香（名古屋工業大学・准教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）
伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・講師）
西尾　真由子（横浜国立大学・准教授）

中野　純司（統計数理研究所・教授）
竹内　惠行（大阪大学・准教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
田中　健太（筑波大学・助教）
椿　広計（統計数理研究所・教授）

高見　敏子（北海道大学・准教授）

吉村　健一（京都大学医学部附属病院・助教）
長　加奈子（北九州市立大学・准教授）
米田　正人（国立国語研究所・名誉所員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）

木島　真志（琉球大学・准教授）
瀧澤　由美（統計数理研究所・准教授）
足立　高弘（秋田大学・准教授）

宮下　直（東京大学・准教授）
酒折　文武（中央大学・准教授）
松田　芳郎（青森公立大学・教授）

伊庭　幸人（統計数理研究所・准教授）
田畑　智司（大阪大学・准教授）
植木　武（共立女子短期大学・教授）
太田　博樹（北里大学・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
中島　裕美子（琉球大学・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
a5
a3
d6
f4
a3
d6
d7
a4
d7
g1
a5
a8

地盤工学データ同化手法の開発と高度化
次世代オミックスデータの統計解析基盤
子どもの社会性に関する発達行動遺伝学的研究
複雑系のシミュレーションと統計理論
次世代シーケンスデータの統計解析基盤
子ども期のメンタルヘルスに関する発達行動遺伝学的研究
社会科学における縦断データ解析手法の研究
極域の地球科学データを用いた統計解析とデータ同化に関する研究
災害時における情報判断のモデル化に関する研究
円周上に値をとる確率過程の統計推測
ドラム音源データからのグルーブ感の定量的抽出
東京湾水質の長期変動傾向の推定

中村　和幸（明治大学・特任講師）
吉田　亮（統計数理研究所・准教授）
酒井　厚（山梨大学・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
吉田　亮（統計数理研究所・准教授）
菅原　ますみ（お茶の水女子大学・教授）
菅原　ますみ（お茶の水女子大学・教授）
金尾　政紀（情報・システム研究機構 国立極地研究所・准教授）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）
加藤　昇吾（統計数理研究所・助教）
徳永　旭将（明治大学・研究員）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究2】

d7
a3
i3
d7
e3
e8
j8
a3
g1
i5
b5
g1
d7
a3
d3
f2
i8
g3
e3
a4
d7
e3
b2
d6
e7
d6
d3
f1
e2
a4
d3
e5
g1
e1
g1
i1
h4
h3
g1
d7
e2

調査データベース公有化における個人データ保護と疑似個票データの作成
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
耳鳴の原因となる神経基盤の解明
地域森林資源のサプライチェーンマネジメントシステム構築
予後因子探索と予測指標構築の方法論に関する研究
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究
新学習指導要領に対応した入試問題とアセスメントの開発
精神疾患における治療前後の前頭前野血液量変化測定
一般化されたWishart分布モデルにおける統計的推測理論の研究
不完全情報下における制御系設計に関する研究
パーティクルフィルタによるマルチメディア信号における逐次的情報抽出
確率過程の統計推測と学習理論の綜合的研究および計算法の研究
現代日本人の政治意識・行動に関するコウホート分析
推論課題遂行時の異なる振動数帯域にまたがる脳波位相固定ダイナミクス
精密なデータベースに基づく身長分布の統計的検討
人工鼻による匂い識別を高感度化・適正化するアルゴリズムの開発
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
空間疫学における多重性調整のための数値計算法の開発
大規模な保健衛生データの統計解析
データ同化にもとづく放射線帯の物理過程の究明
青年期・成人期双生児データの行動遺伝学的解析
疫学研究における統計的方法の開発と実データへの応用
モデル選択法による統計的推論へのデータ前処理組み込みに関する研究
小学生の英語学習に対する動機づけの縦断調査
中小・零細企業の信用リスクに関する統計的アプローチ
科学技術コーパスの特徴表現分析と教育への応用
疾病に対する集団戦略・高リスク戦略のためのコミュニティ評価指標の実用化
統計情報資源ナビゲーション・システムの現代化
SDAに基づく放射線医療に関する研究
地球電離圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
体力運動能力・BMIのコウホート分析
微分方程式から導かれる複雑な非線形回帰モデルのパラメータ推定法の研究
一般化レーマン対立仮説モデルの下での推測理論
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
正値スプライン関数に基づく統計推測
確率測度の最適化と通信路容量
物理計測とベイズ的方法
南極観測隊の健康診断データベースの構築とその統計的解析(継続）
順序統計量に基づく多次元コピュラ関数の研究
風評に関する統計科学的検証
社会物理学の展望

佐井　至道（岡山商科大学・教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
小川　剛史（東北大学・研究員）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
手良向　聡（京都大学・准教授）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
深澤　弘美（東京医療保健大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）
今野　良彦（日本女子大学・教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
吉田　朋広（東京大学・教授）
三船　毅（愛知学泉大学・准教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
山崎　義弘（早稲田大学・教授）
藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
三好　由純（名古屋大学・助教）
山形　伸二（慶應義塾大学・研究員）
和泉　志津恵（大分大学・准教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
カレイラ松崎　順子（東京未来大学・講師）
宮本　道子（秋田県立大学・教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
丸山　直昌（統計数理研究所・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）
三浦　良造（一橋大学・名誉教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
栗木　哲（統計数理研究所・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
小森　理（統計数理研究所・特任研究員）
ドウ シャオリン（情報・システム研究機構・特任研究員）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
藤江　遼（科学技術振興機構・研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）
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重点テーマ２：社会調査関連資源の利活用

d7

d7
d7
d7
d7

d7
d7

調査票の設計が回答に与える影響について－マスコミ効果調査
の個票データを用いて－
近代的社会意識と新しい価値の分析
ライフスタイル・ジェンダーと教育
「2010 年格差と社会意識についての全国調査」の基礎分析
「2010年格差と社会意識についての全国調査」に基づく政治・
労働意識の分析
階層帰属意識の社会的構成
階層意識・相対的剥奪の数理モデルと実証

平井　洋子（首都大学東京・教授）

轟　亮（金沢大学・教授）
中井　美樹（立命館大学・教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
川端　亮（大阪大学・教授）

数土　直紀（学習院大学・教授）
浜田　宏（東北大学大学院・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：統計数理による減災・復興

d2
g5
e3

ソーシャルネットワークを利用した帰宅難民の支援の可能性
津波や高潮の水域外力の頻度解析における歴史データの取扱い法
染色体微細構造変異を用いた高精度な放射線被曝量推定法の開発

片上　大輔（東京工芸大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
数藤　由美子（放射線医学総合研究所・室長）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

中央大学・准教授 超大規模グラフ最適化問題に
対する高速計算システムの構
築と評価

藤澤　克樹 H24.3.5 ～
H24.3.31

池田　思朗
准教授

ポーランド・ポーランド科学アカ
デミー医学研究センター呼吸
器研究部門・教授

摘出脳幹脊髄標本に動的膜
電位イメージング法を適用した
解析

Mieczyslaw
Pokorski

H24.4.1～
H25.3.10

三分一　史和
准教授

オーストラリア・ニューサウス
ウェールズ大学・教授

離散観測時系列の統計解析と
モデリング

William T.M.
Dunsmuir

H24.4.1～
H24.7.13

川崎　能典
准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸
地震の発生

松浦　充宏 H24.4.1～
H25.3.31

庄　建倉 准教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程修了生

神経活動における統計的モデ
リング手法の開発

川合　成治 H24.4.1～
H25.3.31

三分一　史和
准教授

日本女子大学理学部数物科
学科・教授

高次元データの多変量統計モ
デルと統計的推測理論の研究

今野　良彦 H24.4.1～
H25.3.31

栗木　哲 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員

日本森林樹種に対する最適材
木施業のための構造型モデル
構築

Peter Surový H24.4.1～
H25.3.31

吉本　敦 教授

統計数理研究所・名誉教授 リアルタイム確率予測と地震活
動異常診断の研究

尾形　良彦 H24.4.1～
H25.3.31

庄　建倉 准教授

大阪商業大学ＪＧＳＳ研究セン
ター・ポストドクトラル研究員

ベイズ的数理・計量分析による
空間理論の新展開

林　光 H24.4.1～
H25.3.31

吉野　諒三
調査科学研究センター長

奈良先端科学技術大学院大
学・大学院博士課程学生

半教師付学習によるトピック分
類法の研究

Rafael
Torres

H24.3.5 ～
H24.3.16

松井　知子 教授

中国・西南交通大学数学学
院・教授

オラクル不等式とモデル選択Zhao Lianwen H24.3.12 ～
H24.3.16

中野　純司 教授

【重点型研究】
重点テーマ１：癌統計データ解析

a3
f4
d7

e3
j5
j3
e3
h3

h1
e7
h2
g1

バイオロギング手法データに基づく猛禽類行動モデリング
複雑系時系列の基礎研究
被災地域の子どもにおける身体活動量、健康関連QoL、免疫機能
の変化に関する追跡研究
個人ゲノムデータにおける疾患感受性のマッピング
自然撹乱現象に関する流体工学的計量を用いたリスク評価手法の研究
森林資源管理に関する汎用性のある成長管理モデルの構築
水質管理におけるシミュレーションモデルおよび評価手法の開発
セミパラメトリック推測理論に基づく不完全データ解析手法の
開発とその応用
幾何学的アプローチによる推定関数とTsallis統計の研究
ソフトウェア産業における国際技術戦略設計のための動的構造モデリング
カーネル法によるベイズ推論とその自然言語処理への応用
エルゴード理論、情報理論、計算機科学とその周辺

榎本　浩之（国立極地研究所・教授）
鄭　澤宇（東京情報大学・研究員）
鈴木　宏哉（東北学院大学・准教授）

池尾　一穂（情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所・准教授）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）

逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
角埜　恭央（東京工科大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
高橋　勇人（統計数理研究所・特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

f1
a3

a1
d7

広島原爆被爆者におけるがん死亡リスクの地理分布の円形非対称性
福島県およびその近隣地域におけるがん死亡危険度の時空間
分布の推定と予測
年齢・出生コホート交互作用モデルによる癌死亡の将来予測
がん検診の過剰診断の推計

冨田　哲治（広島大学・助教）
大瀧　慈（広島大学・教授）

加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
雑賀　公美子（国立がん研究センター 予防・検診研究センター・研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

【共同研究集会】

f2
a4
g5
i2
a2
a4
g1
j8
a3
d7
j6
f2

データ解析環境Rの整備と利用
データ同化ワークショップ
極値理論の工学への応用
最適化：モデリングとアルゴリズム
医学・工学における逆問題とその周辺 (4）
電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化
無限分解可能過程に関連する諸問題
ダイナミカルバイオインフォマティクスの展開
生物集団に関する遺伝データと集団遺伝学
公的統計のミクロデータの利用に関する研究集会
統計教育の理論と事例に関する研究集会
経済物理学とその周辺

中谷　朋昭（北海道大学・助教）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
高橋　倫也（神戸大学・教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
堀畑　聡（日本大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
清野　健（日本大学・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
小林　良行（一橋大学・准教授）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

米国・カリフォルニア大学バー
クレー校・地球物理学研究者
（教授相当）

BPT更新課程の時空間モデリ
ングと「繰り返し」微小地震群へ
の適用

Robert M.
Nadeau

H24.3.10 ～
H24.3.18

庄　建倉 准教授

ポーランド・ポーランド科学アカ
デミー医学研究センター呼吸
器研究部門・教授

摘出脳幹脊髄標本に動的膜
電位イメージング法を適用した
解析

Mieczyslaw
Pokorski

H24.3.11 ～
H24.3.31

三分一　史和
准教授

奈良先端科学技術大学院大
学・大学院博士前期課程学生

トピック分類のための統計的機
械学習法の研究調査

真嶋　温佳 H24.3.5 ～
H24.3.16

松井　知子 教授

外来研究員の受入れ

スイス・スイス連邦工科大学
チューリッヒ校・助教（相当）

地震予測の性能を評価するた
めのギャンブリング方法のアプリ
ケーション

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
Jeremy
Douglas
Zechar

H24.3.10 ～
H24.3.30

受入担当研究教育職員 統計数理研究所における称号
庄　建倉 准教授

ニュージーランド・マッセイ大学
基礎科学研究所・教授

物理的構造を取り入れた余震
活動モデルの改良への試み

Mark Stephen
Bebbington

H24.3.10 ～
H24.3.16

庄　建倉 准教授

統計数理研究所・名誉教授 最適化の微分幾何学の研究、
数値計算アルゴリズムおよび帰
納的推論機械の開発

田邉　國士 H24.4.1～
H25.3.31

樋口　知之 所長

信州大学経済学部・講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H24.4.1～
H25.3.31

椿　広計
リスク解析戦略研究センター長

明治大学大学院先端数理科
学研究科・特任准教授

インフレ率の変動メカニズムの
統計的モデリング

田野倉　葉子 H24.4.1～
H25.3.31

佐藤　整尚
准教授

財団法人統計情報研究開発
センター・研究員

測色学における色の数量化及
び統計教育ポータル開発

迫田　宇広 H24.4.1～
H25.3.31

田村　義保 教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程

正値スプライン関数に基づく統
計推測

加藤　直広 H24.4.1～
H25.3.31

栗木　哲 教授

統計センター・非常勤職員 乱数の研究高橋　勇人 H24.4.1～
H25.3.31

伊藤　聡 教授

ポルトガル・エボラ大学・研究員 ランドスケープ管理における社会
価値評価のための統計モデリング

Diana Surova H24.4.1～
H25.3.31

吉本　敦 教授

外部資金・研究員等の受入れ

R
eport
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重点テーマ２：社会調査関連資源の利活用

d7

d7
d7
d7
d7

d7
d7

調査票の設計が回答に与える影響について－マスコミ効果調査
の個票データを用いて－
近代的社会意識と新しい価値の分析
ライフスタイル・ジェンダーと教育
「2010 年格差と社会意識についての全国調査」の基礎分析
「2010年格差と社会意識についての全国調査」に基づく政治・
労働意識の分析
階層帰属意識の社会的構成
階層意識・相対的剥奪の数理モデルと実証

平井　洋子（首都大学東京・教授）

轟　亮（金沢大学・教授）
中井　美樹（立命館大学・教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
川端　亮（大阪大学・教授）

数土　直紀（学習院大学・教授）
浜田　宏（東北大学大学院・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：統計数理による減災・復興

d2
g5
e3

ソーシャルネットワークを利用した帰宅難民の支援の可能性
津波や高潮の水域外力の頻度解析における歴史データの取扱い法
染色体微細構造変異を用いた高精度な放射線被曝量推定法の開発

片上　大輔（東京工芸大学・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
数藤　由美子（放射線医学総合研究所・室長）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

中央大学・准教授 超大規模グラフ最適化問題に
対する高速計算システムの構
築と評価

藤澤　克樹 H24.3.5 ～
H24.3.31

池田　思朗
准教授

ポーランド・ポーランド科学アカ
デミー医学研究センター呼吸
器研究部門・教授

摘出脳幹脊髄標本に動的膜
電位イメージング法を適用した
解析

Mieczyslaw
Pokorski

H24.4.1～
H25.3.10

三分一　史和
准教授

オーストラリア・ニューサウス
ウェールズ大学・教授

離散観測時系列の統計解析と
モデリング

William T.M.
Dunsmuir

H24.4.1～
H24.7.13

川崎　能典
准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸
地震の発生

松浦　充宏 H24.4.1～
H25.3.31

庄　建倉 准教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程修了生

神経活動における統計的モデ
リング手法の開発

川合　成治 H24.4.1～
H25.3.31

三分一　史和
准教授

日本女子大学理学部数物科
学科・教授

高次元データの多変量統計モ
デルと統計的推測理論の研究

今野　良彦 H24.4.1～
H25.3.31

栗木　哲 教授

日本学術振興会外国人特別
研究員

日本森林樹種に対する最適材
木施業のための構造型モデル
構築

Peter Surový H24.4.1～
H25.3.31

吉本　敦 教授

統計数理研究所・名誉教授 リアルタイム確率予測と地震活
動異常診断の研究

尾形　良彦 H24.4.1～
H25.3.31

庄　建倉 准教授

大阪商業大学ＪＧＳＳ研究セン
ター・ポストドクトラル研究員

ベイズ的数理・計量分析による
空間理論の新展開

林　光 H24.4.1～
H25.3.31

吉野　諒三
調査科学研究センター長

奈良先端科学技術大学院大
学・大学院博士課程学生

半教師付学習によるトピック分
類法の研究

Rafael
Torres

H24.3.5 ～
H24.3.16

松井　知子 教授

中国・西南交通大学数学学
院・教授

オラクル不等式とモデル選択Zhao Lianwen H24.3.12 ～
H24.3.16

中野　純司 教授

【重点型研究】
重点テーマ１：癌統計データ解析

a3
f4
d7

e3
j5
j3
e3
h3

h1
e7
h2
g1

バイオロギング手法データに基づく猛禽類行動モデリング
複雑系時系列の基礎研究
被災地域の子どもにおける身体活動量、健康関連QoL、免疫機能
の変化に関する追跡研究
個人ゲノムデータにおける疾患感受性のマッピング
自然撹乱現象に関する流体工学的計量を用いたリスク評価手法の研究
森林資源管理に関する汎用性のある成長管理モデルの構築
水質管理におけるシミュレーションモデルおよび評価手法の開発
セミパラメトリック推測理論に基づく不完全データ解析手法の
開発とその応用
幾何学的アプローチによる推定関数とTsallis統計の研究
ソフトウェア産業における国際技術戦略設計のための動的構造モデリング
カーネル法によるベイズ推論とその自然言語処理への応用
エルゴード理論、情報理論、計算機科学とその周辺

榎本　浩之（国立極地研究所・教授）
鄭　澤宇（東京情報大学・研究員）
鈴木　宏哉（東北学院大学・准教授）

池尾　一穂（情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所・准教授）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
赤石　亮（統計数理研究所・特任研究員）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）

逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
角埜　恭央（東京工科大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
高橋　勇人（統計数理研究所・特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

f1
a3

a1
d7

広島原爆被爆者におけるがん死亡リスクの地理分布の円形非対称性
福島県およびその近隣地域におけるがん死亡危険度の時空間
分布の推定と予測
年齢・出生コホート交互作用モデルによる癌死亡の将来予測
がん検診の過剰診断の推計

冨田　哲治（広島大学・助教）
大瀧　慈（広島大学・教授）

加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
雑賀　公美子（国立がん研究センター 予防・検診研究センター・研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

【共同研究集会】

f2
a4
g5
i2
a2
a4
g1
j8
a3
d7
j6
f2

データ解析環境Rの整備と利用
データ同化ワークショップ
極値理論の工学への応用
最適化：モデリングとアルゴリズム
医学・工学における逆問題とその周辺 (4）
電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化
無限分解可能過程に関連する諸問題
ダイナミカルバイオインフォマティクスの展開
生物集団に関する遺伝データと集団遺伝学
公的統計のミクロデータの利用に関する研究集会
統計教育の理論と事例に関する研究集会
経済物理学とその周辺

中谷　朋昭（北海道大学・助教）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
高橋　倫也（神戸大学・教授）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）
堀畑　聡（日本大学・教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
清野　健（日本大学・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
小林　良行（一橋大学・准教授）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

米国・カリフォルニア大学バー
クレー校・地球物理学研究者
（教授相当）

BPT更新課程の時空間モデリ
ングと「繰り返し」微小地震群へ
の適用

Robert M.
Nadeau

H24.3.10 ～
H24.3.18

庄　建倉 准教授

ポーランド・ポーランド科学アカ
デミー医学研究センター呼吸
器研究部門・教授

摘出脳幹脊髄標本に動的膜
電位イメージング法を適用した
解析

Mieczyslaw
Pokorski

H24.3.11 ～
H24.3.31

三分一　史和
准教授

奈良先端科学技術大学院大
学・大学院博士前期課程学生

トピック分類のための統計的機
械学習法の研究調査

真嶋　温佳 H24.3.5 ～
H24.3.16

松井　知子 教授

外来研究員の受入れ

スイス・スイス連邦工科大学
チューリッヒ校・助教（相当）

地震予測の性能を評価するた
めのギャンブリング方法のアプリ
ケーション

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
Jeremy
Douglas
Zechar

H24.3.10 ～
H24.3.30

受入担当研究教育職員 統計数理研究所における称号
庄　建倉 准教授

ニュージーランド・マッセイ大学
基礎科学研究所・教授

物理的構造を取り入れた余震
活動モデルの改良への試み

Mark Stephen
Bebbington

H24.3.10 ～
H24.3.16

庄　建倉 准教授

統計数理研究所・名誉教授 最適化の微分幾何学の研究、
数値計算アルゴリズムおよび帰
納的推論機械の開発

田邉　國士 H24.4.1～
H25.3.31

樋口　知之 所長

信州大学経済学部・講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H24.4.1～
H25.3.31

椿　広計
リスク解析戦略研究センター長

明治大学大学院先端数理科
学研究科・特任准教授

インフレ率の変動メカニズムの
統計的モデリング

田野倉　葉子 H24.4.1～
H25.3.31

佐藤　整尚
准教授

財団法人統計情報研究開発
センター・研究員

測色学における色の数量化及
び統計教育ポータル開発

迫田　宇広 H24.4.1～
H25.3.31

田村　義保 教授

総合研究大学院大学複合科
学研究科統計科学専攻博士
後期課程

正値スプライン関数に基づく統
計推測

加藤　直広 H24.4.1～
H25.3.31

栗木　哲 教授

統計センター・非常勤職員 乱数の研究高橋　勇人 H24.4.1～
H25.3.31

伊藤　聡 教授

ポルトガル・エボラ大学・研究員 ランドスケープ管理における社会
価値評価のための統計モデリング

Diana Surova H24.4.1～
H25.3.31

吉本　敦 教授

外部資金・研究員等の受入れ

R
eport
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（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・人事担当）

株式会社損害保険ジャパン経
理部・副長

BPT更新過程を用いた繰り返
し地震のベイズ型予測

野村　俊一 H24.4.1～
H25.3.31

庄　建倉 准教授

東京農業大学農学部バイオセ
ラピー学科・准教授

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明

佐々木　剛 H24.4.1～
H25.3.31

足立　淳 准教授

東京工業大学大学院生命理
工学研究科・助教

大規模ゲノムデータの統計的
解析

西原　秀典 H24.4.1～
H25.3.31

足立　淳 准教授

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
定年退職

辞　職

尾形　良彦

染谷　博司 東海大学情報理工学部講師

東京大学生産技術研究所最先端数理モデル連携研究
センター客員教授

モデリング研究系時空間モデリンググループ教授

モデリング研究系知的情報モデリンググループ助教

辞　職 浦野　元義 東京大学医科学研究所管理課人事・給与チーム係長 極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）チームリーダー（人事担当）

辞　職 横井　邦安 東京大学環境安全衛生部環境安全課安全推進チーム
係長

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（施設管理担当）

辞　職 坂井まさみ 統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成24年3月31日転出者(研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用
採　用

朴　　堯星
野間　久史
夛田　健一

データ科学研究系構造探索グループ助教
データ科学研究系計量科学グループ助教
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）

東京工業大学大学院社会理工学研究科助教
日本学術振興会特別研究員
東京大学本部監査課副課長

採　用 遠藤三津雄 極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（人事担当）

東京大学工学系・情報理工学系等総務課人事・
給与チーム（職員担当）係長

採　用 守重友理枝 統計科学技術センター情報資源室技術職員 海洋研究開発機構図書館課

採　用 塩原　研一 極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（施設管理担当）

大学評価・学位授与機構管理部会計課資産
管理係長

平成24年4月1日転入者（研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 現　　　職 前　職　等
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換

田村　義保
中野　純司
福水　健次
佐藤　整尚
島谷健一郎
逸見　昌之
足立　　淳
持橋　大地
小山　慎介
曹　　　纓

モデリング研究系複雑構造モデリンググループ教授
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ教授
数理・推論研究系学習推論グループ教授
モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授
データ科学研究系計量科学グループ准教授
データ科学研究系計量科学グループ准教授
データ科学研究系構造探索グループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ准教授
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ助教
データ科学研究系構造探索グループ助教

データ科学研究系計算機統計グループ教授
データ科学研究系計算機統計グループ教授
モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授
データ科学研究系計算機統計グループ准教授
モデリング研究系時空間モデリンググループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ准教授
モデリング研究系グラフ構造モデリンググループ准教授
モデリング研究系知的情報モデリンググループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ助教
モデリング研究系グラフ構造モデリンググループ助教

平成24年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 現　　　職 前　職　等
配置換 柏木　宣久 モデリング研究系時空間モデリンググループ教授 データ科学研究系多次元データ解析グループ教授

平成24年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

丸山　　宏
朴　　堯星
野間　久史
夛田　健一
守重友理枝

統計思考院教授
調査科学研究センター助教
リスク解析戦略研究センター助教
運営企画本部広報室
図書室

モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授
データ科学研究系構造探索グループ助教
データ科学研究系計量科学グループ助教
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）
統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成24年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換 濵　　由樹 情報・システム研究機構国立情報学研究所総務部総務

課長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長
（統数研担当）

平成24年4月1日機構内異動(事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免

宮里　義彦
濵　　由樹

運営企画本部評価室
運営企画本部広報室

平成24年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員、事務職員）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。

Abe, H. and Tsumoto, S., Comparing a Clustering Density Criteria of Temporal Patterns of Terms Obtained by 
Different Feature Sets, Proceedings of Rough Sets and Knowledge Technologies 2011, 248-257, 2011.10

Abe, H. and Tsumoto, S., Evaluating a Temporal Pattern Detection Method for Finding Research Keys in 
Bibliographical Data, Transactions on Rough Sets XIV, 1-17, 2011.11

Abe, H. and Tsumoto, S., Mining Classification Rules for Detecting Medication Order Changes by Using 
Characteristic CPOE Subsequences, ISMIS 2011, 80-89, 2011.10

Abe, T. and Pewsey, A., Sine-skewed circular distributions, Statistical Papers, 52, 683-707, doi:10.1007/s00362- 
009-0277-x, 2011.08

Abe, T. and Pewsey, A., Symmetric circular models through duplication and cosine perturbation, Computational 
Statistics & Data Analysis, 55, 3271-3282, doi:10.1016/j.csda.2011.06.009, 2011.12

Amasaka, K., Ito, T. and Nozawa, Y., A NEW DEVELOPMENT DESIGN CAE EMPLOYMENT MODEL, The Journal 
of Japanese Operations Management and Strategy, 3(1), 18-37, 2012.03

Amasaka, K., Changes in Marketing Process Management Employing TMS: Establishment of Toyota Sales Marketing 
System, China & USA Business Review, 10(7), 539-550, 2011.07
天坂 格郎, 大藤 正, 畠中 伸敏, 木村 壽男, 水野 一彦, 影山 敏一, 新講座―大学院実践応用力強化プログラム『研究開発
特論』―学際性を備えた実践的科学者・技術者の育成（天坂 格郎（編著））, 三恵社, 愛知, 2012.02

Anabuki, K., Kaneta, H. and Amasaka, K., Proposal And Validity Of Patent Evaluation Method “A-PPM” For Corporate 
Strategy, International Journal of Management & Information Systems, 15(3), 129-137, 2011.06
安藤 雅和, 津田 博史, 田野倉 葉子, 佐藤 整尚, 北川 源四郎, 投資法人債の信用リスク評価について, ジャフィー・ジャーナル, 

11, 2012.03
Andrieu, C., Jasra, A. and Doucet, A., Non-linear Markov chain Monte Carlo via Self Interacting Approximation, 

Bernoulli, 17(3), 987-1014, 2011.08

Asami, H., Owada, H., Murata, Y., Takebuchi, S. and Amasaka, K., The A-VEDAM Model for Approaching Vehicle 
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配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換
配置換

田村　義保
中野　純司
福水　健次
佐藤　整尚
島谷健一郎
逸見　昌之
足立　　淳
持橋　大地
小山　慎介
曹　　　纓

モデリング研究系複雑構造モデリンググループ教授
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ教授
数理・推論研究系学習推論グループ教授
モデリング研究系潜在構造モデリンググループ准教授
データ科学研究系計量科学グループ准教授
データ科学研究系計量科学グループ准教授
データ科学研究系構造探索グループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ准教授
モデリング研究系複雑構造モデリンググループ助教
データ科学研究系構造探索グループ助教

データ科学研究系計算機統計グループ教授
データ科学研究系計算機統計グループ教授
モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授
データ科学研究系計算機統計グループ准教授
モデリング研究系時空間モデリンググループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ准教授
モデリング研究系グラフ構造モデリンググループ准教授
モデリング研究系知的情報モデリンググループ准教授
数理・推論研究系学習推論グループ助教
モデリング研究系グラフ構造モデリンググループ助教

平成24年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 現　　　職 前　職　等
配置換 柏木　宣久 モデリング研究系時空間モデリンググループ教授 データ科学研究系多次元データ解析グループ教授

平成24年4月1日所内異動（研究教育職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務
兼　務

丸山　　宏
朴　　堯星
野間　久史
夛田　健一
守重友理枝

統計思考院教授
調査科学研究センター助教
リスク解析戦略研究センター助教
運営企画本部広報室
図書室

モデリング研究系知的情報モデリンググループ教授
データ科学研究系構造探索グループ助教
データ科学研究系計量科学グループ助教
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）
統計科学技術センター情報資源室技術職員

平成24年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員、技術職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換 濵　　由樹 情報・システム研究機構国立情報学研究所総務部総務

課長
極地研・統数研統合事務部企画グループ長
（統数研担当）

平成24年4月1日機構内異動(事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免

宮里　義彦
濵　　由樹

運営企画本部評価室
運営企画本部広報室

平成24年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員、事務職員）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。
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経済の動向を見るうえで経済関連の統計は欠かせないと
言えます。代表的なものとしては、GDP（国内総生産）統計を
はじめとして、鉱工業生産指数、貿易統計、消費者物価指数
などがあります。どれもよく新聞等で話題になるものですが、そ
もそもこれらの統計値をどのように見ているのでしょうか？
たとえば、鉱工業生産指数の2011年12月の原指数は93.9

だったのですが、この数値だけを見て生産の動向をわかる人は
余程の事情通であると言えます。そこで、レベルを見るのではな
く、変化率を見ることが普通であると思います。よく使われるの
は前年同月比（同期比）と前月比（前期比）です。前年同月比
は前年の同じ月からの変化率を見るもので、過去1年間の変化
量だと言えます。そのため、現在の足元の経済状況を見るには
やや遅いと言えます。その代わりに使われるのは前月比です。
これだと足元の細かい変化をとらえることができるので、最近よく
使われる傾向にあります。しかしながら、原系列をそのまま前月
比に変換することは通常はできません。なぜなら、これらの経済
時系列は季節性を含んでいることがほとんどであるからです。
そこで、季節調整法という手法を施して、季節性を除去した
系列、季節調整済み系列を得ることが必要となってきます。ちな
みに前年同月比も季節性を除去する一つの手法であると考えら
れます。季節調整法に関しては時系列分析のなかの重要なト
ピックの一つになっていて、古くから研究が行われています。統
計数理研究所でも、BAYSEAやDECOMPといった方法が提
案されています。現在、日本の官公庁で採用されている季節調
整法はX12-ARIMAと呼ばれる移動平均法を基本とした方法
で、米国のセンサス局で開発されたものです。また、ヨーロッパ
ではTRAMO=SEATSと呼ばれる方法が採用されています。
このように複数の方法があるということは、この問題が一筋
縄では解決しないからです。そもそも真の季節性というのは事
後的にも観測されないので、手法の良し悪しを比較するのがな
かなか難しいのです。しかしながら、統計を利用する側からす
ると季節調整ができて当たり前で、推定値であるという意識は
あまりないのが現状だと思い
ます。なので、あとで季節調
整値の大幅な改定があると、
批判されることもしばしばあ
るようです。しかしながら、そ
のような批判を恐れるあまり、
必要な改定をせずに放置す

ることも問題です。統計を作る側は利用者の理解を得ながら、
その時々の最善の方法で統計数値の改善に努めるべきです。
また、我々統計科学の研究者はそのような統計家のニーズに
あった手法の研究・開発をすべきであると思います。
そのような大きな改定を必要とする場面として、異常値が観
測された時の対応があります。最近では2008年から2009年
にかけてのリーマンショックの時期と、2011年の東日本大震災
の時期があげられるでしょう。そもそも、異常値かどうか、また
どのような種類の異常値であるかは、ある程度時間がたって
から分かるので、通常は1年後に行われる季節調整替えにて
対応することになります。したがって、このような場合は大きな
改定が行われることになります。
なぜ異常値に対する処理が必要であるかは、回帰分析に
おいて、大きな異常値を含むデータがある場合、通常の最小
2乗法を適用するとその異常値に引っ張られた回帰係数を推
定してしまうという問題に似ています。ある月に異常値（たとえ
ば、桁が違うような値）が存在すると、同じ月の季節調整値全
体が過大、または過小に評価されてしまいます。このため、
X12-ARIMAではそのような異常値をダミー変数を使って抽
出し、取り除いてから季節調整を行います。
統計科学の世界では非ガウス型モデルの適用によって自動

的にこのような異常値処理を行うことが提案されていますが、
計算コストの問題もあり、まだ実用化はされていません。しかし
ながら、DECOMPの回帰部分を利用することでも同様なこと
ができます。図１は鉱工業生産指数（付加価値生産指数）の
原系列とDECOMPで季節調整を行った結果が示されていま
す。これを見ると異常値処理を行うかどうかで結果が変わるこ
とがわかります。特にリーマンショック時の落ち込みは甚大で、
これに対するダミー変数をどう入れるかは特に問題になると思
います。このような異常値処理の問題は、まさに今、検討がな
されているところでありますし、これからさらに研究を発展させ
ていかなければならない領域でもあります。
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図1．鉱工業生産指数の例（データ出典：経済産業省）


